
（別紙２－４） 

小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 
社会福祉法人 

親和会 
代表者 

理事長 

山崎 幸男 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「人権尊重」、「利用者生活の質の向上」、「地域貢献」、「職員の資質・専門性

の向上」、「経営基盤の確立」の確立を基に、利用者と心の通じ合う明るい施

設、人間関係の温かい施設、利用者の尊重・尊厳が保たれ、自立・社会参加

のできる施設を目指すことを基本理念としている。 
事業所名 

小規模多機能センター 

絆の里 やすらぎ 
管理者 田畑広子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 ３人 人 人 人 １人 人 人 人 ５人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・自己管理能力を高め職員

同士がお互いを尊重し、

業務効率の向上を目指

す。 

・業務を優先し職員間のコミ

ュニケーションが十分とは

言えなかったが、個々にご

利用者を尊重し配慮した対

応を心がけていた。 

・ご利用者への理解を深めよ

うとする職員の前向きな姿

勢が感じられた。 

・外部評価を受け改善に取り

組むことは良いことである。 

・すべての改善計画が確認で

きている。忙しい中頑張って

いる姿がよく見える。 

・小規模多機能の強みとは具

体的にどうようなことか。 

・職員同士のコミュニケー

ションを活性化し円滑な

連携を図る。 

・チームワークを発揮し最

適なサービスが提供でき

るよう心がける。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・事業所の清掃や補修、花

壇の整備など、気づいた

ときに各自率先しておこ

なう。 

・草刈りには外部のサービス

を利用した。 

・業務の合間に職員が交代で

整備にあたった。 

・感染対策も継続しておこな

っている。 

・良好である。 ・こまめな清掃を心がけ、ご

利用者の立場に立って環

境整備をおこなう。 

・整備や清掃する事項を一覧

にしてチェック化する。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・感染症対策をしながら、

世代間交流や福祉体験を

積極的に受け入れる。 

 

・以前には船越小学校との交

流会が定期的にあったが、

コロナ禍よりなくなり現在

も行われていない。 

・地域からの相談事には柔軟

に対応している。 

・保育園との交流、地元婦人ク

ラブとの交流、福祉体験の受

け入れなど、感染対策を図り

ながら積極的に取り組まれ

ている。 

・以前は委員に民生員もいた

が今後打診してみてはどう

か。 

・コミュニティの場を作り人

と人との繋がりを増やす。 

・これまではやってこなかっ

た交流や新しい場にも参

加する。 



・福祉体験について、山田中学

校の生徒を受け入れてもら

ったが、小学校の生徒の受け

入れも打診してみてはどう

か。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・利用者家族との関係を深

めるため、送迎時の挨拶

や言葉かけを見直す。 

・ご利用者の「できないこ

と」より「できること」に

目を向け、その能力を生

かすことができる取り組

みを考える。 

・事業所で関わっている以外

の生活に関して、理解でき

ていない部分がまだ多い。 

・高齢化、重度化し、できない

ことが増えてきた方もいら

っしゃるが、能力を生かす

というところでは尊重でき

ている。 

・地域の方々を交えた会議と

は運営推進会議のことかと

いう質問に対する回

答・・・町主催の、支援を

必要としている方にどのよ

うな支援が必要か話し合う

会議のことか、外部評価を

実施している事業者に問い

合わせてみてはどうか。 

・ご利用者が地域の中で孤立

することのないよう、地域

とのつながり作りの手助

けをする。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・事例検討を取り入れ、さ

らに活発な意見交換がで

きる会議とする。 

・事例検討をしたいと思って

いたが、実施することがで

きなかった。 

・毎回貴重な意見を多くいた

だいている。 

・事例検討をおこなう時期を

あらかじめ設定するのはど

うか。 

・多様な意見がいただけるよ

う課題の工夫をする。 

・会議の中に事例検討会の日

程を組み入れる。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・突発的な災害でも適切な

避難行動ができるよう、

具体的な計画の策定、見

直しをおこなう。 

・災害計画の策定、見直しに

ついて、年度内に見直すこ

とはできなかったので、今

年度こそ見直し、案を練り

おこないたい。 

 

・町の防災訓練の想定に合わ

せて、動きの確認をしてみて

はどうか。 

・災害計画の策定、見直しにつ

いて、どのようにおこなわれ

たか。 

・法人本部と無線が通じる

か・・・ここなら通じるとい

う場所を職員皆で分かって

いたほうがいい。（台所でな

いと通じない） 

・法人本部の土砂災害、ハザー

ドマップはどうなっている

か。 

・BCP（業務継続計画・災害

などが万が一起こった際

にも業務を中断させない

ようにするための準備を

するとともに、もし業務が

中断したときにもできる

だけ早急に、優先すべき業

務から復旧していくため

の手順や体制などのあら

かじめ検討しておく計画）

に沿った訓練・研修をおこ

ない内容を周知する。 

 


